
●
問
い
合
わ
せ  

　

環
境
課 

環
境
衛
生
係 

☎
９
３
４-

２
２
２
６

宇
美
町

エ
コ
ト
ー
ク

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年 

・ 

児
童
委
員
制
度
創
設
７
０
周
年
記
念

宇
美
町
記
念
式
典  

お
よ
び  

記
念
講
演
会

～ 

私
た
ち
の
町
の
相
談
役 

～

こ
ん
に
ち
は 

民
生
委
員・児
童
委
員 
で
す
！

糟屋宗像糸島地区　県・市町合同公売会

問い合わせ

●福岡県東福岡県税事務所 地方税収対策本部
　福岡地区特別対策班　☎６４１－０１７０
●古賀市役所市民部収納管理課　☎９４２－１１２４
●当日連絡先　☎０９０－２５０８－３５５４

　県および糟屋宗像糸島地区の市町では、県
税、市町税の滞納処分により差し押さえた財
産を入札や競り売りにより公売します。

▶名　称　福岡地区合同公売会 in こが
▶開催日　10 月 14 日（土）９時45 分 開場
▶会　場　リーパスプラザこが
　　　　　（古賀市中央２丁目 13 番１号）
▶出品物　日用品・家電品・美術品など
▶事前の申込み　不要
▶落札の際に必要なもの
　購入代金・身分証明書（運転免許証など）
　・印鑑・委任状（代理人の場合）

宇
美
俳
句
同
好
会「
山
ざ
く
ら
」  

兼
題　

雑
詠

盆
近
し
泥
に
埋
も
れ
る
水
禍
の
地

清

見

指
さ
し
て
曽
孫
と
あ
お
ぐ
天
の
川

ハ
ル
ミ

群
れ
遊
ぶ
沼
を
ぐ
る
ぐ
る
赤
蜻
蛉

三
和
子

お
揃
ひ
の
団
扇
の
出
番
宇う

み

こ

う

た

美
小
唄

と
し
え

初
盆
や
命
を
つ
な
ぐ
孫
十
人

よ
し
子

人
の
死
は
突
然
な
り
し
す
が
れ
虫

し
ず
子

来
客
に
居
留
守
使
え
ぬ
夏
暖
簾

静

弟
子
集
ひ
在
り
し
日
語
る
初
盆
会

千

代

冬
野
宇
美
句
会　
兼
題　
流
れ
星（
流
星
）・
朝
顔
・
蜩

ひ
ぐ
ら
し  

流り
ゅ
う
せ
い星
や
た
め
ら
ひ
も
な
く
言
へ
し
こ
と

土

筆

山
の
宿
ひ
ぐ
ら
し
聞
き
つ
乾
杯
す

宗　

毅

鎮ち
ん
こ
ん魂
の
鐘
の
谺こ

だ
ま

と
蜩
と

元

英

か
な
か
な
や
由ゆ

ゆ由
し
き
杜も

り

に
響と

よ

動も

せ
り

栄

子

流
れ
星
町
制
や
が
て
百も

も
と
せ年
に

と
し
え

朝
顔
の
藍あ

い

に
見
取
れ
る
老
ひ
と
り

静

子

流
れ
星
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
始
ま
り
か

佳
代
子

季
節
の
一
句

　

民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年
に
制

度
創
設
1
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

一
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、

宇
美
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
民
生
委
員
制
度
を
改
め
て
振
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
記
念
式
典
お
よ
び

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
29
年
10
月
17
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
会
場　

し
～
ず
・
う
み

▼
内
容

　

①
記
念
式
典

～
宇
美
小
校
区
部
会
紹
介
～

　

宇
美
小
校
区
は
現
在
、
10
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
の
活

動
強
化
週
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
宇
美

小
校
区
内
に
あ
る
地
域
密
着
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

利
用
さ
れ
る
高
齢
者
に
と
っ
て
我
が
家

の
よ
う
な
心
地
よ
さ
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
さ
れ
て
お
り
、
利
用
さ
れ
て
い
る

　

②
記
念
講
演
会

　
「
我
が
事
・
丸
ご
と
～
地
域
み
ん
な
で

認
知
症
予
防
～
」　
【
講
師
】
特
定
非

営
利
活
動
法
人 

介
護
予
防
で
日
本
を

元
気
に
す
る
会  

理
事 

光
岡 

眞
理 

氏

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
あ
て
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
申
し
込
み
期
限

　

10
月
13
日
（
金
）
ま
で

▼
主
催

　

宇
美
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

方
の
お
顔
を
拝
見
す
る
と
皆
さ
ん
笑
顔
で

活
動
さ
れ
、
事
業
所
の
職
員
さ
ん
が
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
ん
で
行
く
中
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の

重
要
性
を
感
じ
た
訪
問
で
し
た
。

【
文
責　

宇
美
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会　

宇
美
小
校
区
部
会
】

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消

防
本
部
を
含
む
福
岡
都
市

圏
の
4
消
防
本
部
は
、
年

内
に
1
1
9
番
通
報
を

福
岡
市
消
防
局
の
災
害
救

急
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一
元

的
に
受
信
す
る
「
福
岡
都

市
圏
消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し

ま
す
。
各
消
防
本
部
の
指

令
セ
ン
タ
ー
を
一
本
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
迅
速

な
広
域
応
援
体
制
の
構
築

や
1
1
9
番
通
報
集
中

時
の
受
信
・
処
理
能
力
の

向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。切
換
は
11
月
30
日（
木
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
粕
屋
南
部
地
域

か
ら
の
1
1
9
番
通
報

は
、
福
岡
都
市
圏
共
同
指

令
セ
ン
タ
ー
で
受
信
し

ま
す
が
、
通
報
の
方
法
に

変
わ
り
は
な
く
、
消
防
車

や
救
急
車
の
出
動
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
粕
屋
南
部

消
防
組
合
消
防
本
部
の
南

部
、
中
部
の
消
防
署
か
ら

出
動
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課　
福
祉
係　
☎
９
３
４
‐
２
２
７
８

申
込
・

問
い
合
わ
せ

宇
美
町
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
事
務
局（
役
場
福
祉
課
内
） 

☎
９
３
４
‐
２
２
７
８　
ＦＡＸ
９
３
３
‐
７
５
１
２　

施設訪問を終えて 100周年記念シンボルマーク

み

ん
なを守

る

１１９

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
（
志
免
町
大
字

田
富
１
７
０
）   

☎
９
３
５
‐
５
１
１
１

●
申
込
・

　
問
い
合
わ
せ

福
岡
都
市
圏
14
市
町
の

１
１
９
番
通
報
を
一
元
受
信
し
ま
す
！

　

地
球
温
暖
化
は
陸
地
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

18
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
起

こ
っ
た
産
業
革
命
以
後
、
約
2
0
0

年
の
間
に
地
球
上
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
は
倍
増
し
、気
温
は
、陸
地
・
海
面
を

問
わ
ず
上
昇
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

通
常
、
地
球
上
で
最
も
気
温
が
高

い
地
域
は
赤
道
直
下
で
す
。
地
球
儀

や
世
界
地
図
を
見
て
み
る
と
、
こ
の

赤
道
付
近
は
ほ
と
ん
ど
が
陸
地
で
は

な
く
、
海
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

地
球
上
に
は
約
14
億
km3
の
水
が
存

在
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
約
97
・
5
％
を
海
水
が
占
め
、
残

り
の
約
2
・
5
％
が
淡
水
で
す
。
し

か
も
そ
の
大
部
分
が
南
極
や
北
極
地

域
の
氷
や
氷
河
、
ま
た
は
地
下
水
で

あ
り
、
私
た
ち
が
生
活
用
水
と
し
て

利
用
し
や
す
い
淡
水
は
、
こ
の
中
の

約
0
・
01
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

水
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が
溶
け

込
み
や
す
い
性
質
が
あ
り
、
海
洋
に

は
、
大
気
に
存
在
す
る
約
50
倍
の
二

酸
化
炭
素
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
溶
け
込
ん
だ
二
酸
化
炭
素
は

海
水
の
温
度
に
も
影
響
し
、
海
水
温

度
の
上
昇
は
雲
を
発
生
さ
せ
、
雨
と

な
っ
て
地
上
に
還
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
循
環
を
水
循
環
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
然
界
の
法
則
と
も
い
え
る

こ
の
現
象
が
近
年
変
化
し
て
き
て
お

り
、
日
本
で
も
見
ら
れ
る
「
竜
巻
」

や
「
集
中
豪
雨
」
の
発
生
に
も
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

以
前
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、「
自

然
」に「
異
常
」は
あ
り
ま
せ
ん
。「
例

年
（
自
然
）
は
こ
ん
な
も
の
だ
」
と

思
い
込
み
、
違
っ
た
現
象
が
起
こ
る

と
「
自
然
と
違
う
（
異
常
）
気
象
だ
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

50
年
後
～
1
0
0
年
後
の
地
球
環

境
は
、
今
の
「
例
年
（
自
然
）
は
こ

ん
な
も
の
だ
」
を
基
準
に
見
る
と
、

住
み
づ
ら
い
「
異
常
だ
ら
け
」
の
地

球
に
な
る
と
世
界
中
で
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

事
実
を
受
け
入
れ
、
二
酸
化
炭
素
の

発
生
を
少
し
で
も
抑
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

※
数
値
は
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
資

料
か
ら
引
用
。

文
責　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員　

竹
吉　

栄
隆

新宮

至福岡

至福津 至小倉 至宗像

7 6広報うみ（平成29年９月号） 広報うみ（平成29年９月号）


